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天藤製薬株式会社株式取得
狙い
 “ロートグループ総合経営ビジョン2030”の１つ
『日本におけるOTC医薬品リーディングカンパニーを目指す』
を達成するため

 天藤製薬の既存事業からの利益貢献に加え、
ロートの海外インフラを活用した新規の展開により、
グループとしての価値向上を目指すため



天藤製薬株式会社概要
会社概要 沿革

 所在地:大阪府豊中市
 資本金:9,600万円
 創立年月日:1921年
 社員数:172名(単体)

※2021年3月末時点
 直近の売上高:5,860百万円

※販社への出荷額
 事業内容:主に医薬品の製造販売業
・1921年発売のボラギノールの製造販売を

100年間継続
・医療用医薬品・OTC医薬品の痔疾用剤
カテゴリーで高いシェア

 1921年
「天藤薬科学研究所」を設立
京都大学発のバイオベンチャーとして
国内痔疾用新薬第一号を創薬

 1950年
「天藤製薬株式会社」に変更

 1971年
世界初全自動坐剤整形包装機を導入

 1992年
大阪本社を開設

 2016年
本社を豊中市に移転
シリコンバレーに小売店設立

 2018年
PIC/S GMP対応三田工場を竣工



COVID-19重症肺炎症患者を対象とする
ADR-001の第Ⅱ相試験を開始
 ADR-001とは

当社で開発を進めている他家脂肪組織由来幹細胞を構成細胞とする細胞製剤

 背景
COVID-19の重症化に伴う炎症反応は、免疫細胞がウイルスと戦うために作る
サイトカインが制御不能となって放出され続ける現象が影響していると言われています。
間葉系幹細胞は、複数のメカニズムによる抗炎症効果があると言われており、
当社で開発を進めている他家脂肪組織由来幹細胞はCOVID-19 治療薬が奏功
しない患者に効果が期待されています。

 経緯
・2020年8月から開始していた第Ⅰ相試験において一定の安全性を確認
・2021年6月から主要評価項目を有効性とした第Ⅱ相試験を開始（～2022年9月）

 治験概要
・ランダム化プラセボ対照二重盲検群間比較試験（予定症例数 20例）



決議事項



決議事項

議案 取締役9名選任の件



質疑応答

・マイクをお持ちいたします
・出席表の番号、お名前をお伝えください
・質問は「お一人につき２問まで」にご協力ください



採決



採決

議案 取締役9名選任の件



今後とも 株主の皆様方の一層の
ご支援とご鞭撻を賜りますよう、
重ねてお願い申し上げます

本日はありがとうございました



12021.6.24

85回


